
令和６年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和６年８月30日～10月７日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議 案 第 ９ ８ 号　令和６年度東広島市一般会計補正予算（第３号）

委員会提出議案第６号　ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する決議について

議員提出議案第５号　発達障がいに関する障がい福祉の充実に関する決議について

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
真
政
倶
楽
部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第98号 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

委員会提出議案第６号 ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ×

議員提出議案第５号 退 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席　「退」は退席

議案の内訳
10月７日に議決された案件は除きます。

●条例案…５件　●予算案…４件　●同意案…３件　●諮問…３件

●その他…10件　●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…１件　●議長発議…１件

（　●全会一致可決…26件　●賛成多数可決…３件）

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

〈
議
案
第
88
〜
90
号
〉

東
広
島
運
動
公
園
体
育
館
等
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

◎
議
案
第
88
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

建
築
一
式
工
事

○
工
事
の
内
容

体
育
館　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

一
部
鉄
骨
造　

３
階
建
て　

延
べ

面
積　

１
万
4
0
9
平
方
メ
ー
ト
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー　

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建
て　

延
べ

面
積　

5
4
6
平
方
メ
ー
ト
ル

駐
輪
場　

鉄
骨
造　

平
屋
建
て　

延

べ
面
積　

1
1
4
平
方
メ
ー
ト
ル

○
契
約
金
額

　

４
億
３
５
３
３
万
６
０
０
０
円

○
契
約
の
相
手
方

　

平
原
建
設
株
式
会
社

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

◎
議
案
第
90
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

機
械
設
備
の
改
修
に
係
る
工
事
一
式

○
工
事
の
内
容

　

 

空
気
調
和
設
備
工
事
、
換
気
設
備
工

事
、
衛
生
器
具
設
備
工
事
等

○
契
約
金
額

　

５
億
８
９
６
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

ダ
ン
環
境
設
備
株
式
会
社　

東
広
島

営
業
所

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

◎
議
案
第
89
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

電
気
設
備
の
改
修
に
係
る
工
事
一
式

○
工
事
の
内
容

　

 

電
灯
設
備
工
事
、
受
変
電
設
備
工
事
、

発
電
設
備
工
事
等

○
契
約
金
額

　

４
億
２
５
１
５
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

日
本
電
設
工
業
株
式
会
社　

中
国
支

店
○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

空
調
設
備
は
重
油
式
か
ら
電
気
式

に
切
り
替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

ち
ら
に
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

Ａ 　

重
油
代
の
替
わ
り
に
電
気
代
が
増

え
る
が
、
機
器
の
省
エ
ネ
化
な
ど
に

よ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は
コ
ス
ト
が
下

が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ 　

体
育
館
の
床
の
材
質
に
は
ど
う

い
っ
た
変
化
が
あ
る
の
か
。

Ａ 　

使
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

方
々
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
る
と
、
木
質
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
も
兼
ね
備
え
た
も
の
が
一
番
い
い

と
い
う
御
意
見
が
多
数
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
の

よ
う
な
材
質
の
も
の
を
採
用
し
て
い

る
。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

〈
議
案
第
93
号
〉

東
広
島
市
高
屋
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

○
条
例
制
定
の
理
由

　

 　

市
民
の
交
流
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
養
・

調
査
研
究
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東

広
島
市
高
屋
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置

し
、
そ
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容

位
置　

東
広
島
市
高
屋
町
中
島
4
5

0
番
地
５

　

施
設

　

・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

・
東
広
島
市
立
高
屋
図
書
館
な
ど

　

事
業

　

・ 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
人
の
来
館

及
び
多
様
な
交
流
の
促
進
並
び
に

地
域
住
民
の
交
流
の
場
の
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

　

・ 

市
民
一
人
一
人
の
関
心
及
び
学
習
に

対
す
る
情
報
提
供
並
び
に
学
習
活

動
の
支
援
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

図
書
館
ス
ペ
ー
ス
の
開
館
時
間
が

12
時
〜
20
時
と
な
っ
て
い
る
が
、
な

ぜ
12
時
か
ら
の
開
館
と
し
て
い
る
の

か
。

Ａ 　

設
置
場
所
が
駅
舎
内
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
駅
を
利
用
さ
れ
る
学
生
な
ど

の
帰
宅
時
間
を
考
慮
し
、
夕
方
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
と
し

て
、
こ
の
時
間
と
し
て
い
る
。

Ｑ 　

図
書
館
の
蔵
書
に
何
ら
か
の
特
色

を
出
そ
う
と
い
う
意
向
は
あ
る
か
。

Ａ 　

西
高
屋
の
中
高
生
を
中
心
に
42
名

に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
と
、
こ
の
図
書
館
の
運
営

の
委
託
を
考
え
て
い
る
図
書
館
流
通

セ
ン
タ
ー
に
協
力
い
た
だ
い
て
選
書

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

・ 

学
習
の
成
果
を
生
か
す
た
め
の
展

示
会
、
発
表
会
等
の
開
催
及
び
そ

の
奨
励
に
関
す
る
こ
と
。

　

・ 

東
広
島
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管

理
条
例
に
規
定
す
る
事
業
に
関
す

る
こ
と
。

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理　

高
屋
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
の
管
理
を
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

開
館
時
間
等　

開
館
時
間
・
休
館
日

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

施
行
期
日　

令
和
７
年
５
月
31
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
教
育
委
員
会
規

則
で
定
め
る
日
等

【高屋情報ラウンジ外観イメージ】
交流センター（手前）・図書館（奥）

施　設 開館時間 休館日

交流センター

午前７時
30分から
午後８時
まで

年中無休

図書館

図書
スペース

午後０時
から
午後８時
まで

・日曜日
・祝日
・12月29日から
　翌年の１月３日まで
・館内整理日
・特別整理日

フリー
スペース

24時間
開館 年中無休

開館時間等
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

新
規
に
開
設
す
る
民
間
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援
、
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
生
活
市
道
の
整
備
、
福
富
み
ら

い
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
13
億
７
５
４
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を

１
０
０
６
億
８
８
３
５
万
２
千
円
と
す
る
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

市
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
た
内

容
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
に
は
図
書

館
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

既
に
福
富
図
書
館
が
あ
り
、
人
口
２
，

1
0
0
人
の
町
に
２
つ
の
図
書
館
が

必
要
か
は
疑
問
で
あ
る
。
検
討
が
必

要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
民
間
い
き
い

き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
新
規
開
設
へ
の

支
援
な
ど
を
早
期
に
実
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

中
島
10
号
線
に
架
か
る
橋
の
復

旧
・
通
学
環
境
の
早
期
改
善
を
図
る

べ
き
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
の
整
備
を

行
う
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
工
学
研
究
所

の
取
組
み
は
企
業
の
成
長
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で

賛
成
す
る
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

意 

見　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、

実
施
設
計
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
６
億
円
の
負
担
と
な
る
。

※
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、ま
だ
検
討
が
足
り
て
い
な
い
。

意 

見　

あ
る
も
の
を
い
か
に
有
効
活
用

し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
が
な
け
れ

ば
、
本
市
の
成
長
は
な
い
。
単
に
地

域
の
人
た
ち
が
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
企
業
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た
今

ま
で
に
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
い
い
取

組
み
だ
と
思
う
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

福
富
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に

は
福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
の
整
備
よ
り

も
農
業
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

〈
議
案
第
98
号
〉

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）を
可
決
し
ま
し
た

補正予算（第３号）　補正額　13億7,542万１千円
主な内容
●新規民間いきいきこどもクラブ開設準備補助
　・対象事業者：全４施設（定員約140人）
　　　　　　　　西条中央、西条西本町、西条昭和町、西条岡町
　・開設時期：令和７年４月（予定）
 5,040万円

●生活市道の整備
　 高屋西小学校の通学路である中島10号線に架かる橋が令和６年６月末の
豪雨で被災したため、橋の復旧にあわせて通学路の改良を行い、通学環
境の早期改善を図ります。
 3,300万円

●福富みらいベースの整備
　 生活デザイン・工学研究所が進めている中山間地域における生活価値の
創造に向けて、廃校となった学校を活用し福富地域の拠点施設を整備し
ます。
 600万円

※トライアル・サウンディング　　 民間事業者に検討対象となる公共施設を暫定的に使用してもら
い、民間事業者の提案事業を試験的に実施する機会を提供する
もの。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら

な
る
少
人
数
学
級
の
実
施
、
教
職
員
定
数
の
改
善
並
び
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
105
号
〉

御
薗
宇
小
学
校
の
増
築
及
び

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
7
号
〉

政
府・国
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

意見書の全文

さらなる少人数学級の実施、教職員定数の改善並びに
義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書

　令和３年３月に公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する
法律（義務標準法）が改正され、公立小学校の学級編制標準が学年進行により段
階的に35人に引き下げられ、令和７年度に完了する予定である。小学校だけにと
どまるのではなく、中学校での35人学級の早期実施が必要であり、きめ細かな教
育をするためにはさらなる学級編制標準の引き下げが不可欠である。
　学校現場では、貧困、いじめ、不登校等、解決すべき課題が山積しており、子
どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究及び授業準備の時間を十分に
確保することが困難な状況になっている。ゆたかな学び及び学校における働き方
改革実現のためには、加配教員の増員、少数職種の配置増等、教職員の充足が不
可欠である。
　よって国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地
方自治体が計画的に教育行政を推進することができるよう、次項の措置を講じら
れるよう強く要請する。

１ 　中学校での35人学級を早期に実施すること。またさらなる少人数学級につい
ても検討すること。
２ 　学校の働き方改革及び子どもたちのゆたかな学びを実現するため、加配教員
の増員、少数職種の配置増等、教職員の充足を推進すること。
３ 　自治体で国の基準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよ
う加配教員の削減は行わないこと。
４ 　新卒者の就業機会、教職員の年齢構成のバランス等を考慮し、すべての自治
体で定年引上げ期間中に教職員の安定的な新規採用ができるよう、定数加配措
置をはじめ処遇改善に必要な財政措置を講じること。
５ 　教育の機会均等並びに水準向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教
育費国庫負担制度の国負担割合を引き上げること。

○
請
負
契
約
の
内
容

　

建
築
一
式
工
事

○
工
事
の
内
容

　

 

校
舎
棟
の
増
築
、
管
理
普
通
教
室
棟
、

特
別
教
室
棟
の
改
修

○
契
約
金
額

　

18
億
２
９
３
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

増
岡
組
・
西
条
電
気
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
13
日
ま
で

委
員
会
で
の
質
疑

Ｑ 　

増
築
部
分
の
工
事
面
積
が
今
の
校

舎
と
同
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
う
え
で
、
今
回
の
増
築
と

な
っ
た
の
か
。

Ａ 　

現
在
、
既
存
の
10
教
室
に
加
え
、

仮
設
の
６
教
室
で
対
応
し
て
き
た
。

今
後
、
児
童
数
が
7
0
0
人
を
超
え

る
規
模
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
24
教
室
で
そ
の
規
模
に
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 　

分
離
発
注
が
原
則
だ
と
思
う
が
、

一
括
発
注
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

Ａ 　

こ
れ
ま
で
２
回
入
札
を
行
い
、
１

回
目
は
分
離
し
て
発
注
し
た
が
、
建

築
に
応
札
者
が
お
ら
ず
、
入
札
不
調

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
２
回
目
は

市
内
業
者
を
優
先
す
る
考
え
で
、
２

者
に
よ
る
異
業
種
※

Ｊ
Ｖ
を
可
能
と

し
た
う
え
で
一
括
発
注
を
行
っ
た
。

※ＪＶ　　 ジョイント・ベンチャーの略。共同企業体ともいう。複数の建設企業が一つの建設工事を
受注、施工することを目的として形成する事業組織体のこと。企業が単独で受注、施工を
行う場合と比べ、資金力が大きくなること、リスク分散ができること等が利点とされる。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

※ユニバーサルデザイン　　 「すべての人のためのデザイン」という意味で、年齢・性別・国籍・
障がいなどにかかわらず、誰もが利用できるデザインのこと。

　ウェル・ビーイング　　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
実
施
し
た
一
般
質
問
を
政
策
提
言
に
結
び
付
け
る
取
組
み
の
結
果
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
関
す
る
、
行
政

の
率
先
し
た
取
組
み
及
び
民
間
施
設
の
整
備
に
向
け
た
助
言
等
、
並
び
に
ト
イ
レ
の
設
備
と
位
置
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
方
法
の
実
現
に
つ
い
て
、
執
行
部
に

求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
6
号
〉

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
関
す
る
決
議

本
会
議
で
の
討
論
（
一
部
）

賛 

成　

多
く
の
多
目
的
ト
イ
レ
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

や
介
助
者
等
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
ま
た
公
共
施
設
に
お
い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

シ
ー
ト
や
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
ト
イ
レ
が
少

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る

３
つ
の
提
案
の
と
お
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
判

断
し
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

一
般
質
問
に
お
い
て
既
に
執
行
部
か
ら
前
向
き
な
答

弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
議
会
全
体
で
の
決

議
と
し
て
出
す
必
要
性
は
な
い
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
さ
れ
た
ト
イ
レ
の
重
要
性
は

非
常
に
高
い
と
思
う
。
こ
の
整
備
に
関
し
て
の
３
つ
の
提

言
は
、
ま
さ
し
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
も
の

で
あ
り
、
本
市
に
お
け
る
※
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実

現
、
や
さ
し
い
未
来
都
市
東
広
島
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
な
る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する決議
　高齢者、障がい者等の施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図り、公共の福
祉の増進に資することを目的として、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す
る法律」が平成18年に制定され、ハード・ソフト施策の充実や、高齢者・障がい者等を含
む全ての人が暮らしやすいユニバーサル社会の実現を目指している。この法律の施行以降、
高齢者・障がい者等を区別しない全ての人が利用可能な環境づくり（ユニバーサルデザイン）
が求められるようになりつつある。
　そして、令和３年３月には国土交通省において、「標準的なスペースでの対応が困難な重
度の障害や介助者の利用を想定した整備を考慮すべき」という指針が示され、建築物のバ
リアフリー化の一層の推進のため、「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計
標準」が改正され、車椅子使用者用便房の大きさについて、重度の障がい者や介助者の利
用を想定した見直しを行うこととしている。
　このように、国においても、誰もが安心して快適に利用できる環境を実現するため、全
ての人にとって使いやすい建築物の整備が図られるなど、様々な取組が進められているが、
本市の現状は、多くの多目的トイレが重度の障がいのある方や介助者等にとって利用しや
すいものとなっておらず、また、公共施設においてもユニバーサルシートや十分なスペー
スが確保されたトイレの数が少なく、当事者にとって安心して外出できる環境が充分に整っ
ていないものと考えられる。
　そのため、地域共生社会の実現を目指す本市において、まずは市が率先して市営の公共
施設にユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に取り組むことに意義があり、
各部署が連携してスピード感を持って進める必要性がある。また公共施設だけでなく、市
民にとって身近な生活圏内にある民間事業者の施設においてもユニバーサルデザインに配
慮したトイレの環境整備が求められる。あわせて、トイレの設備や場所について、分かり
やすい情報提供の実現が期待されている。
　このことは障がいの有無に関わらず、子育てや介護をされている方、また、高齢の方な
ど全ての人が安心して外出を楽しめるまちづくりにもつながる。そして東広島市内だけで
なく、近隣市町からも「やさしいまち」として認識されることで、外出先として選ばれ、
活気のあるまちの実現にも寄与するものと考えられる。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

１ 　今後新設する公共施設における多目的トイレに十分なスペースを確保すると共に、必
要性や用途に応じてユニバーサルシート等を設置し、標準的なスペースでの対応が困難
な重度の障がい者や介助者の利用を想定した整備を行うこと。

２ 　ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する民間事業所等との勉強会
の実施や、新設又は改修する際の助言、ノウハウの提供を行うこと。

３ 　公共施設と民間施設が有するトイレの設備情報と位置情報が、一目で把握できる分か
りやすい情報提供方法を実現すること。

　以上、決議する。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

発
達
障
が
い
の
支
援
に
関
し
課
題
が
あ
り
、
か
つ
、
執
行
部
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
5
号
〉

発
達
障
が
い
に
関
す
る
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
※
決
議

本
会
議
で
の
討
論
（
一
部
）

反 

対　

所
管
す
る
文
教
厚
生
委
員
会
で
権
限
の
あ
る
所
管
事
務
調
査

な
ど
が
行
わ
れ
ず
採
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
委
員
会
と
し
て
の
責

任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
審
査
が
不
十
分
な
案
件
を
責
任
を

持
っ
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、残
念
だ
が
反
対
す
る
。

賛 

成　

議
案
と
な
る
ま
で
の
過
程
が
ベ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
決
議
の
本
質
で
あ
る
全
て
の
項
目
を
市
議
会
が

中
長
期
的
な
共
通
認
識
と
し
て
持
つ
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

政
策
研
究
会
で
調
査
研
究
さ
れ
た
結
果
を
議
員
提
出
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
本
来
は
所
管
す
る
常
任
委
員
会
で
研
究
結

果
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
決
議
案
を
作
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
決
議
の
原
則
で
あ
る
全
会
一
致
を
目
指
す
努
力
を
せ
ず
、

委
員
会
採
決
で
の
可
否
同
数
を
委
員
長
判
断
で
可
決
と
す
る
な
ど
、

常
識
的
な
議
会
運
営
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

未
就
学
時
期
な
ど
の
早
い
段
階
に
お
い
て
、
発
達
の
課
題
等

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
そ
の
子
の
学
童
期
が
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
な
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

こ
の
決
議
の
趣
旨
自
体
は
賛
成
だ
が
、
取
組
み
の
内
容
な
ど

に
も
う
少
し
検
討
が
必
要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 
成　

こ
の
決
議
の
内
容
を
議
会
が
共
有
し
、
福
祉
分
野
を
超
え
、

社
会
全
体
の
施
策
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
、

賛
成
す
る
。

発達障がいに関する障がい福祉の充実に関する決議
　発達障がいは、身近にありながら、外見からは分かりにくい障がいであることから、社会の中で十分に知られていな
い障がいであった。
　しかし近年、発達障がいに関する情報が広く社会に知られるようになり、療育的支援などを早期に行うことで、社会
への適応力を向上させていくことができることも認知されつつある。
　文部科学省が令和４年に行った調査では、全国の小中学校の児童・生徒の8.8％が学習面又は行動面において著しい
困難を示すとされており、福祉現場では10％程度に発達障がいの可能性があるのではないかとの声もある。
　発達障がいに関する国の動向としては、平成17年に発達障害者支援法が施行され、発達障がいには、早期発見とそ
の後の切れ目のない支援が重要であることが明確に示され、国及び地方公共団体の責務が明らかにされている。
　また、令和６年７月には新たな児童発達支援ガイドラインが示され、障がいのある子どもやその家族に対して質の高
い支援を提供することが求められている。
　こうした状況は全国的な流れであるが、本市においても児童発達支援に係る扶助費が増加傾向を維持していることか
ら、同様の傾向を示していると考える。
　これらのことから、市、教育機関、福祉事業所などが緊密に連携し、一層の支援の質と量を向上させる取組が必要である。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

（１）発達に課題のある子どもへの支援に関する統一的な方針の明確化
 　 　発達に課題のある子どもたちへの支援の基本的な考え方について、過去の実績や数値など統計に基づき、社会資
源や行政支援のあり方など目指すべき社会像を示した上で、統一した方針を示すこと。

（２）保育所巡回及び保育所等訪問支援の充実
 　 　生活環境の変化に伴い、幼少期より保育所等に入所する児童が多くなっていることから保育施設等の役割は大き
くなっている。保育所への巡回の頻度を増やすなどの取組の充実を図ること、保育所等訪問支援を充実させていく
こと及び家庭への訪問支援を充実させることにより、一貫した療育に取り組むこと。

（３）市内の児童発達支援事業所との連携、協力体制の強化
 　 　市内の発達支援事業所、障がい者支援事業所、就労支援体制のある事業所などとより緊密な連携を図り、協力体
制の強化確立に取り組むこと。

（４）児童発達支援に関する人材の確保、育成の充実
 　 　発達に課題があると思われる児童は増加傾向にある中、本市においては、相談員、支援員など発達支援に関わる
人材が不足していることから、児童発達支援に関わる人材の確保及び育成に取り組むこと。

（５）子育て支援施設での相談、当事者の療育体験や親子療育の充実
 　 　本市では、発達に課題がある子どもたちの保護者等が自身でサービス計画（セルフプラン）を作っている状況が
あるが、より効果的な計画策定にするため、相談体制の整備、発達特性に沿った的確な支援、家庭での療育環境支
援等、幼少期より療育に取り組むことが出来る環境、体制づくりを行うこと。

（６）発達支援事業所の充実
 　 　発達に課題がある子どもの増加に伴い、相談事業所の数と質の確保が喫緊の課題となっている。これらが充実す
るよう取り組むこと。

（７）就労支援体制の確立
 　 　支援が必要な方の※Well-beingのため就労支援体制を確立するよう取り組むこと。

　以上、決議する。

※決議　　21ページをご参照ください。
　Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ（ウェル・ビーイング）　　９ページをご参照ください。市議会だより　2024.11 page.10


